
ＣＳＲ Ｔｏｐｉｃ 
2010 年 10 月 15 日 

日立住友重機械建機クレーン株式会社 

 

自動車の運転適性診断を実施 

自動車での事故防止の一環とし、１０月１２日（火）に上野本社にて、自動車の運転適性診断を実施しました。

業務で車を利用する人だけでなく、事務所にいる希望者も診断に参加しました。 

 

診断では、３種類（アクセル ON、アクセル OFF、ブレーキ ON）のマークが随時画面に表示され、その指示に対

しての反応速度や正確さ、ハンドル操作の安定度や正確さなど５段階で評価されました。反応速度は良いが

正確さに欠けたり、反応速度は遅めだが正確で安定感のある運転だったりと、人それぞれの診断結果が出ま

した。特に、自分の弱点を理解し、注意することで、今後の安全運転に大いに役立つものと思われます。 

 

この診断を受けた従業員はもとより、車を運転する人は「ゆとり」をもった安全運転を心掛けましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 車中に３台の診断機を搭載 これから診断 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 すぐさま診断結果が出力され、特徴やアドバイスを確認 判断の速さや正確さ、ハンドル操作を診断中 

 

以上 

※上記についてのご意見･ご感想は「お問合せ」フォームよりご連絡下さい。 

 


